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平成２３年１２月２１日 

 

「１１８番の日」＠クイーンズスクエア横浜 

～海の安全を守ること これこそわが人生～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

問い合わせ先 

 海上保安庁総務部政務課政策評価広報室 

  海上保安報道官  一條 正浩 

０３－３５９１－９７８０（直通） 

１ 実施行事 

（１）実施日 

平成２４年１月１８日（水）１３００～ 

（２）場所 

①横浜防災基地 

②クイーンズスクエア横浜 クイーンズサークル 

（３）「１１８番」普及の主なイベント内容 

  ①横浜防災基地 

   ・一日第三管区海上保安本部長（俳優 杉良太郎氏） 

・一日第三管区海上保安本部長による 

横浜海上保安部職員激励 

   ・ 救難展示訓練 

  ②クイーンズスクエア横浜 クイーンズサークル 

（一般公開） 

   ・海上保安庁音楽隊‘１１８番の日’マリンコンサート 

   ・コンサートに併せた杉氏による１１８番普及トーク 

 

海上保安庁緊急通報用番号「１１８番」の緊急性・重要性をより多くの人々に理解して

もらうため、毎年１月１８日を「１１８番の日」と制定しており、横浜で普及イベントを

行います。 

２ 取材について 

  上記、横浜防災基地とクイーンズスクエア横浜で

行われる行事について、取材ができます。希望社は、

政策評価広報室報道係（０３－３５９１－９７８０）

までご連絡ください。 
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３ 通報に関するお願い 

次のような場合に「１１８番」通報してください。  

海難人身事故に遭遇した、または目撃した。  

油の排出等を発見した。  

不審船を発見した。  

密輸・密航事犯等の情報を得た。 など。 

 以上の場合において、「いつ」、「どこで」、「なにがあった」などを簡潔に落ち着い

て通報してください。 

 なお、加入電話、公衆電話、携帯電話、PHS、船舶電話などから利用できます。 

 「１１８番」は緊急通報用電話番号です。間違い電話、いたずら電話などが後を絶

たず、本来の緊急電話が掛った際の障害となっています。 

 

※平成１９年から携帯電話等の通報から発信位置を迅速に把握することができる「緊

急通報位置情報システム」が導入され、ＧＰＳ機能付き携帯電話から、自動で位置情

報が送付される機能も加わり、「１１８番」通報者が自身の位置を把握できない時な

どに、効果を発揮しています。 

 

（参考） 

● １１８番通報件数 

運用開始（平成１２年５月１日）から平成２３年１１月３０日まで 

・ 船舶海難関係通報     １７，２８０通 

・ 人身事故関係通報     １０，８５３通  

・ 海難関係以外の通報    ３３，５３３通 

・ 間違い電話等    ７，６５５，６９１通 

・ 合計        ７，７１７，３５７通 

 

● 「１１８番」通報による救助隻数及び救助人数 

平成１３年１月１日から平成２２年１２月３１日までの間 

・ 船舶    ６，６５８隻 

・ 遭難者  ２１，２１７人 

を救助 

 

● 「１１８番」の有効活用事例 

（１１８番通用により迅速に救助された事例） 

平成２３年６月１８日午前９時１１分頃、フェリーから海へ転落した乗客の男性

から、自己所有の携帯電話により「高松港から宇野港に向かうフェリーから海へ転

落した、救助を求む」旨の１１８番通報があった。第六管区海上保安本部は、乗船

していたフェリーに、反転し捜索に当たるよう要請、午前９時２９分頃同フェリー

が海上を漂流する同人を発見、現場に到着した当庁巡視艇の機動艇にて無事救助さ

れた。 

 

有効通報件数６１，６６６通 
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（１１８番通報により迅速に対応した事例） 

平成２３年９月１３日午前７時２６分頃、第九管区海上保安本部に地元漁船から

「能登半島輪島沖に、ハングル標記の見慣れない船がいる」旨の１１８番通報があ

り、直ちに当庁巡視船・航空機を出動させ、調査したところ、北朝鮮からの漂流者

であることがわかり、保護した。 

 


